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JA 北九での行事や活動をご紹介します北九トピックス

　
４
月
上
旬
、赤
と
ん
ぼ
米
研
究
会
は
、Ｊ
Ａ
北
九
遠
賀
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
に
て
育
苗
講
習
会
を
開
催
し
、生
産
者
21
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
同
研
究
会
の
農
薬
不
散
布
お
よ
び
減
農

薬
で
栽
培
す
る
赤
と
ん
ぼ
米「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は
３
月
中
旬
頃

か
ら
播
種
が
始
ま
っ
て
お
り
、苗
の
生
育
は
概
ね
順
調
。
今
回

の
講
習
会
で
は
、北
九
州
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
が「
育
苗

施
設
内
の
温
度
が
25
℃
以
上
に
な
る
と
、病
害
や
徒
長
が
発

生
し
や
す
く
な
る
の
で
適
時
換
気
し
て
温
度
管
理
を
行
い
、苗

丈
４
～
５
ｃｍ
程
度
に
な
っ
た
時
点
で
被
覆
資
材
を
除
去
す
る

よ
う
に
」と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。
講
習
会
後
に
は
、遠
賀
郡

岡
垣
町
の
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
に
て
苗
の
生
育
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
苗
の
か
ん
水
や
施
設
内
の
温
度
管
理
、病
害
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、生
産
者
同
士
で
情
報
交
換
す
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
同
研
究
会
で
は
、４
月
中
旬
頃
か
ら
田
植
え
を
始
め
、

収
穫
に
向
け
て
今
後
も
栽
培
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

赤
と
ん
ぼ
米
研
究
会
育
苗
講
習
会

令
和
７
年
度

第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

　
４
月
25
日
、令
和
７
年
度
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
遠
賀
・
水
巻
・
岡
垣
・
芦
屋
・
中
間
支
店
の
各
農
事
組
合

長
・
支
店
長
、Ｊ
Ａ
北
九
遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
職
員
、森
克
己

代
表
理
事
組
合
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
地
区
か
ら
計
57
名
の
農

事
組
合
長
が
一
堂
に
会
し
、令
和
７
年
度
の
農
事
組
合
運
営
の
ほ

か
米
麦
大
豆
の
出
荷
契
約
な
ど
の
説
明
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、令
和
６
年
産
米
に
お
い
て
は
、高
温
障
害
・
病
害
虫
等
に
よ
る

品
質
・
収
量
の
低
下
、Ｊ
Ａ
出
荷
量
の
減
少
等
影
響
を
受
け
、Ｊ
Ａ

よ
り「
令
和
６
年
産
米
の
生
産
者
手
取
り（
見
通
し
）」、「
令
和
７

年
産
米
概
算
金
の
最
低
保
証
額（
予
定
）」、「
農
業
政
策
・
米
価
情

勢
」な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
た
な
中
期
三
カ

年
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
、食
料
・
農
業
戦
略
、地
域
農
業
の
活

性
化
、組
織
の
基
盤
強
化
な
ど
を
柱
と
す
る
方
針
を
確
認
し
ま
し

た
。
米
の
出
荷
契
約
書
は
、農
事
組
合
長
会
議
で
確
認
さ
れ
各
生

産
者
へ
配
布
し
た
の
ち
、Ｊ
Ａ
に
て
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

山
本
集
出
荷
場
　
竣
工
式
典

　
Ｊ
Ａ
北
九
は
、新
築
移
転
工
事
を
進
め
て
い
た
山
本
集
出
荷

施
設
が
完
成
し
、４
月
18
日
に
竣
工
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
店
舗
は
建
物
の
老
朽
化
、農
産
物
出
荷
機
能
強
化
を
目
的
に

令
和
６
年
10
月
よ
り
新
築
移
転
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
神
事

は
小
倉
南
区
大
字
山
本
の
西
大
野
八
幡
神
社
の
宮
司
に
よ
り
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
、Ｊ
Ａ
役
職
員
や
施
工
業
者
な
ど
関
係
者
を

含
む
43
名
が
参
列
し
今
後
の
安
全
と
施
設
の
繁
栄
を
祈
念
し
ま

し
た
。
建
築
面
積
は
１
２
４
５
．
５
２
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
森

克
己
代
表
理
事
組
合
長
ら
が
玉
串
奉
奠
を
行
い
ま
し
た
。
森
克

己
代
表
理
事
組
合
長
は「
関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
立
派
な

施
設
が
完
成
し
た
。
地
元
農
業
と
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」

と
関
係
者
へ
の
感
謝
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
新
山
本
集
出
荷

施
設
で
の
作
業
は
４
月
23
日
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
っ
た
山
本
集
出
荷
施
設
が
、地
域
農
業
の
さ
ら
な

る
発
展
に
貢
献
す
る
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

花房小学校花房小学校 吉木小学校吉木小学校 遠賀営農経済センター遠賀営農経済センター

岡垣町岡垣町絆ファーム絆ファーム岡垣支店多目的ホール岡垣支店多目的ホール 山本集出荷場山本集出荷場

岡垣町岡垣町

内
浦
小
学
校
・
吉
木
小
学
校

「
高
倉
び
わ
」
袋
掛
け
体
験
学
習

　
４
月
11
日
、Ｊ
Ａ
北
九
ビ
ワ
部
会
は
俵
口
氏
の
遠
賀
郡
岡
垣
町
の

園
地
で
、岡
垣
町
立
内
浦
小
学
校
３
・
４
年
生
の
児
童
ら
を
対
象
と

し
た「
高
倉
び
わ
」の
袋
掛
け
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
25

日
に
は
吉
木
小
学
校
の
３
年
生
が
高
倉
神
社
近
く
の
深
田
氏
の
ほ

場
で
、同
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
福
岡
県
の
ビ
ワ
生
産
量
１
位

を
誇
る
産
地
で
あ
る
同
町
の
特
産「
高
倉
び
わ
」は
、１
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
、ハ
ウ
ス
と
露
地
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
児
童
ら
は
、

事
前
学
習
で
可
愛
ら
し
い
び
わ
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
袋
を
準
備

し
て
い
ま
し
た
。
体
験
開
始
直
後
、児
童
た
ち
は
一
斉
に
元
気
よ
く

動
き
出
し
、友
人
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
袋
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
や
虫
の
食
害
、変
色
や
キ
ズ
を
防
ぐ
た
め
、１
房
２
～
３
つ
の
実

に
摘
果
し
、丁
寧
に
袋
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。
高
い
と
こ
ろ
は
二
人

で
協
力
し
、安
全
に
気
を
配
り
な
が
ら
袋
を
掛
け
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
６
月
に
は
収
穫
体
験
学
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
２
０
２
５
年
産「
高
倉
び
わ
」は
ハ
ウ
ス
栽
培
の
出
荷

を
開
始
、地
元
の
直
売
所
な
ど
で
販
売
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

乾
田
直
播

　
４
月
24
日
、乾
田
直
播
栽
培
実
施
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
北
九
か
ら
は
営
農
担
当
職
員
、
関
係
機
関
か
ら

全
農
ふ
く
れ
ん
、北
九
州
市
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、九
州
農

研
機
構
は
じ
め
約
30
名
ほ
ど
が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
近

年
、農
業
生
産
現
場
に
お
い
て
、大
規
模
担
い
手
へ
農
地
集

積
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
中
、本
技
術
は
水
稲
栽

培
に
お
け
る
育
苗
に
係
る
労
力
の
省
力
化
や
、資
材
コ
ス

ト
の
削
減
が
期
待
で
き
、今
回
の
試
験
実
施
に
至
り
ま
し

た
。
試
験
地
は
曽
根
新
田
の
絆
フ
ァ
ー
ム
ほ
場
に
て
、九
州

農
研
機
構
に
よ
っ
て
開
発
中
で
あ
る
直
播
専
用
播
種
機
を

用
い
て
播
種
を
行
い
ま
し
た
。
播
種
作
業
は
約
１
時
間
ほ

ど
で
終
え
、視
察
者
か
ら「
専
用
播
種
機
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
の
は
画
期
的
で
あ
る
」

と
期
待
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
本
技
術
は
、初
期
の

雑
草
防
除
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、今
後
は
各
関
係

機
関
と
連
携
し
て
対
策
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
中
旬
、高
倉
び
わ
活
性
化
協
議
会（
Ｊ
Ａ

北
九
ビ
ワ
部
会
、岡
垣
町
、北
九
州
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
）は
、「
高
倉
び
わ
」生
産
塾
を
開
き
、塾

生
や
部
会
生
産
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
北
九
州
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
や
部
会
生

産
者
が
、自
ら
の
経
験
を
活
か
し
効
率
的
な
摘
果

と
袋
掛
け
作
業
を
実
演
し
て
み
せ
、受
講
者
ら
は

そ
れ
に
習
い
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
同
塾
は
、１
０
０
年
以
上
歴
史
の
あ
る
岡
垣
町

特
産
の
高
倉
び
わ
生
産
者
を
育
成
し
よ
う
と
、同

町
や
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
受
講
生
は
、ビ
ワ
摘
果
に
お
け
る
数
の
制
限
の

際
に「
大
き
い
と
勿
体
な
い
と
思
い
、一
果
で
も

残
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
」と
摘
果
の
判
断
に

迷
う
様
子
を
見
せ
ま
し
た
。

「
高
倉
び
わ
」
生
産
塾
・

摘
果
・
袋
掛
け

　
４
月
16
日
、北
九
州
市
若
松
区
の
花
房
小
学
校
の

畑
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
定
植
を
行
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

北
九
青
年
部
と
行
な
っ
て
い
る
食
育
活
動
の
一
環

で
、20
年
以
上
続
く
歴
史
あ
る
取
り
組
み
で
す
。
児

童
ら
は
定
植
の
や
り
方
や
注
意
点
を
聞
い
た
後
、青

年
部
員
か
ら
苗
を
受
け
取
る
と
１
年
生
か
ら
順
に
畑

に
入
り
植
え
付
け
し
ま
し
た
。
初
め
て
苗
植
え
体
験

を
す
る
１
年
生
は
６
年
生
と
一
緒
に
行
い
、ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
定
植
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
児
童
ら
は

今
回
の
定
植
体
験
を
通
し
て
、植
物
の
成
長
や
命
の

大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
７
月

に
収
穫
予
定
で
児
童
ら
は
大
き
く
な
る
の
を
想
像
し

な
が
ら
作
業
に
励
み
ま
し
た
。
今
後
は
水
や
り
や
収

穫
ま
で
の
成
長
を
見
守
り
、自
分
の
手
で
植
え
た
野

菜
が
育
つ
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

花
房
小
学
校
食
育
学
習

（
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
）

岡
垣
町
農
業
巡
り
ツ
ア
ー

　
４
月
23
日
、Ｊ
Ａ
北
九
遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は

「
岡
垣
町
農
業
巡
り
ツ
ア
ー（
主
催
＝
町
農
業
委
員
会
）」

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
地
元
の
食
と
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、町
内
小
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
関
係
者
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
は
、学
校
給
食
に
も
使
わ
れ
て
い
る
地
元
特
産

の
ビ
ワ
・
苺
・
ト
マ
ト
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
者
ほ
場
や
、

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
Ｃ
Ｅ
）、ト
マ
ト
選
果
場
、

イ
チ
ゴ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ｊ
Ａ
北
九
施

設
を
訪
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
は
野
菜
の
出
荷
の
流
れ

や
、地
元
農
産
物
を
使
っ
た
六
次
化
の
取
り
組
み
、Ｃ
Ｅ

で
の
米
や
麦
・
大
豆
の
集
荷
の
仕
組
み
、乾
燥
か
ら
調
整
・

貯
蔵
・
出
荷
ま
で
の
流
れ
や
品
質
管
理
、学
校
給
食
の
取

り
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
は「
お
米
を
含

め
、子
供
た
ち
の
給
食
の
食
材
が
栽
培
さ
れ
る
環
境
が
安

全
・
安
心
な
こ
と
が
良
く
分
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

内浦小内浦小学校学校

地域の活性化にむけて
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イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
！

　
Ｊ
Ａ
北
九
で
は
そ
う
い
っ
た
病
害
虫
発
生
情
報
や
防

除
情
報
な
ど
の
営
農
情
報
を
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
通
信（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
）を
通
じ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
る
ん

だ
よ
！

　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
で
き
る
の
で
是
非
こ
の
機
会

に
登
録
し
て
ね
！

　
ま
た
日
本
農
業
新
聞
で
は
営
農

情
報
だ
け
で
な
く
全
国
の
食
と
農

業
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
！

そ
う
だ
ね
。

令
和
７
年
５
月
８
日
の

日
本
農
業
新
聞
に
よ
る
と

今
年
も
多
い
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
ね
！

ま
た
今
年
も

イ
ネ
カ
メ
ム
シ

多
い
の
か
な
？

●水稲の出穂前後に水田へ飛来し、産卵・
増殖する。その後、遅れて出穂する水稲
ほ場へ移動する。

●籾の基部のみを加害する。他のカメムシ
より加害時期が早く、出穂期に加害される
と不稔になる。また、穂揃い期以降に加
害されると斑点米が生じる。

●日中は水稲の株元に隠れており、夜間に
穂にあがって加害するが、発生が多い場
合は、日中でも穂にあがって加害する。

JA北九営農部

▲
TAC通信 LINE公式

アカウント

▲
日本農業新聞

1.イネカメムシ (体長12 ～13mm) の被害と発生生態

籾の基部を加害

イネカメムシ

不稔のため、
穂が垂れていない

斑点米の例不稔の例

声をつなぐ!!

TOKOTON  ATTE  COMMUNICATION

❶
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク

　
都
道
府
県
の
病
害
虫
防
除
所
な
ど
が
発
表
す
る
発
生
予

察
情
報
な
ど
情
報
を
こ
ま
め
に
確
認
し
地
域
の
発
生
状
況
を

把
握
す
る
こ
と

❷
ほ
場
内
へ
の
初
期
侵
入
を
把
握

　
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
他
の
斑
点
カ
メ
ム
シ
類
と
異
な
り
稲
へ
の

嗜
好
性
が
高
い
た
め
、
畦
畔
や
水
田
の
周
辺
の
イ
ネ
科
雑
草

で
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
、ほ
場
内
を
見
回
る
こ
と

❸
防
除
の
実
施

　
①
②
を
も
と
に
計
画
的
な
防
除
を

　
実
施
す
る
こ
と

幼虫 成虫

農作業安全対策

熱中症の対策（除草剤使用方法のご紹介）

熱中症の予防・対策

熱中症の段階と症状

　田植えシーズンを迎え、多くの方がほ場に出向く機会が増える時期となりました。
　熱中症は例年、梅雨入り前の5月頃から発生し、梅雨明けの7月下旬から8月上旬に
多発する傾向にあるため、  「熱中症予防対策」としてお目通し願います。

上記の「熱中症」を疑われる場合は、無理に作業を行わないことが重要です。
※農作業は一人で行うケースが多く、人には気づかれにくいため、自分の体は自分で守りましょう。

喉が渇いてなくても、こまめに水分をとる。「スポーツドリンクなど塩分や
糖分を含む飲料」が失われた塩分補給となります。常に「飲み物」は持ち
歩きましょう。

ご自身がいる環境の「温度」「湿度」を常に気にしましょう。

麻や綿など通気性の良いものを着用。下着には吸水性・速乾性に優れた
ものを着用。

こまめな休憩をとり、無理をしない。

❶「水分」をこまめにとる

❷「気温と湿度」を意識する

❸「衣服」を意識する

❹「休憩」をこまめにとる

熱中症の初期症状。血管の拡張により脳への血流が減少するため起こります。
【症状】めまい・立ちくらみ

汗で失われた塩分が不足することで起こります。
【症状】こむら返り・筋肉の痛み

大量の汗をかくことで脱水症状となり、熱射病につながります。
【症状】全身のだるさ・集中力の低下・頭痛・気分の不快・吐き気

体温が上昇しすぎ、発汗できなくなり、最悪な場合は死に至ります。
【症状】普段と異なる言動・ふらつき・意識障害・全身けいれん

❶熱失神

❷熱けいれん

❸熱疲労

❹熱射病

雑草の発生を長期間抑えることにより、夏場の除草作業から解放され「熱中症対策」としてお勧め！
草を長期抑制することで水稲のカメムシ「斑点米」発生のリスク回避にも効果があります。

使用方法などについては、最寄りの購買店舗・営農担当者にお問い合わせください。

【使用例】 本田畦畔　ザクサ液剤100倍液（茎葉処理）　＋　ダイロンゾル400倍液（土壌処理）

散布日：６月25日　ザクサ液剤100倍+ダイロンゾル400倍

散布14日後
撮影日：７月９日

散布57日後
撮影日：８月21日

散布前
撮影日：６月25日
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通常総代会
地区別座談会
の開催について

　新緑の候、貴殿におかれましては益々ご清祥のことと、お慶び申し上げます。
　また、日頃よりＪＡ事業につきましては、格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、みだしの件につきまして、第16回通常総代会を開催するにあたり、総代会に提出
する議案の説明をかねて座談会を開催しますので、ご多忙の折とは存じますが、ご出席を
お願い致します。

地区名 開催日 開催時間 開催場所 該当支店名

遠賀中間

西部

東部

令和７年６月５日（木） 10：00 中間支店

〃 13：30 遠賀支店

令和７年６月６日（金） 18：00 遠賀生産センター

令和７年６月２日（月） 10：00 香月支店 香月

〃 13：30 木屋瀬支店

令和７年６月３日（火） 10：00 折尾支店

〃 13：30 若松支店

令和７年６月４日（水） 10：00 八幡支店

〃 13：30 大蔵支店

令和７年６月３日（火） 10：00 小倉支店

〃 18：00 石田支店

令和７年６月４日（水） 10：00 門司支店

〃 14：00 曽根購買店舗

〃 18：00 西中支店

令和７年６月６日（金） 18：00 東谷支店

木屋瀬

折尾・三ヶ森

若松

八幡・穴生

大蔵

小倉

石田

門司

曽根

西中

東谷

遠賀・岡垣・

水巻・芦屋・

中間

第16回通常総代会　提出議案
日時

場所

令和７年６月27日（金）午前９時30分～

黒崎ひびしんホール
1 令和６年度事業報告及び財務諸表等について
2 令和７年度事業計画について　ほか

開催日程

※別途配布しております開催案内をご確認いただき、お近くの開催場所へご出席を賜りますよう、
　お願い致します。
※資料につきましては、各会場に準備しています。

第16回通常総代会開催日程について

ご出席依頼

第16回

座談会内容
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令
和
7
年
2
月
末 

J
A
北
九
意
見
箱「
知
恵
の
泉
」の
報
告
に
つ
い
て

豚肉とトマトの
しょうが焼き

豚肉は大きければ半分にカット
しておきます。タマネギは薄切
りに、トマトは8等分のくし切り
をさらに横半分にカットします。
キャベツは千切りにして水にさ
らし、水気を切ります。たれの調
味料を合わせておきます。

豚肉に塩、こしょうをして、小麦
粉を薄くまぶしておきます。

フライパンを熱し、油を入れて
豚肉をこんがりと色づくまで焼
き、いったん取り出します。その
ままのフライパンで油（分量
外）を足し、タマネギを炒めま
す。しんなりしたら豚肉を戻し
入れ、①のたれを入れて絡めま
す。トマトを加えてたれとなじん
だら、キャベツとともに盛り付
け出来上がり。

トマトのうま味を加えた定番メニュー

出典●家族で楽しむおいしい一皿/レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

１

2

3

豚肉（しょうが焼き用
など）……… 200g
タマネギ …… 1/2個
トマト ……… 大1個
キャベツ………適宜
塩……… 小さじ1/2
こしょう ………少々

小麦粉…………適宜
油………… 大さじ1
たれ
　　しょうゆ…大さじ1
　　酒…… 大さじ1
　　みりん…大さじ1
　　砂糖 … 小さじ1
　　おろししょうが
　　…… 1片（15g）

材料（２人分）

　Poi nt　うま味・酸味・甘味を持つトマトは、ソー
スと具材の両方を担ってくれるため、いつもとひと味違
うしょうが焼きに。トマトの栄養素・リコピンは加熱する
と吸収力がアップするのもうれしいですね。

1

2

3
4

1
2

3
4

第１号議案　条件変更について
小倉支店　固定変動型事業資金債務者
変更（３件）
第16回通常総代会の招集及び議決権
行使書面の取扱いについて
第16回通常総代会提出議案について
令和７年度事業計画について（案）※主
要数値目標

固定資産の処分・取得について（案）
①かっぱの里若松店（農産物直売所）の
建て替えについて
役員引き継ぎ事項について
令和５年産米の最終精算について
ＪＡバンク基本方針の変更について

令和６年度決算及び事業報告について
令和６年度３月末主要事業実績につ
いて
当座性貯金利息計算の誤りについて
令和６年度下半期事務ミス等の発生状
況について
利益相反取引の実行結果について
令和６年度第４四半期反社会的勢力等
対応に関する定期報告について
アクティブメンバーシップ・地域の活性
化取組方針について
内部統制基本方針運用状況（３月末基
準）について
令和６年度下半期コンプライアンス・プ
ログラムの取組結果について
令和６年度下半期相談・苦情等の対応状
況について
令和６年度下半期自主検査結果について

令和７年度５月行事予定について
令和７年度ＡＬＭ委員会における協議・
決定事項について
令和６年度３月末組合員・出資金の異動
状況について
令和６年度３月末員外利用の状況につ
いて
ＪＡ北九意見箱の報告について
令和６年度貯金者データ整備にかかる
報告について
第５次（令和６年度）農業振興支援策の
実績報告について
理事会決裁分の貸付実行報告について
地方公共団体等貸付実行結果について
内部監査結果について
令和６年度内部監査活動報告について
その他

議案

定例理事会第１回
日時
場所

令和7年4月28日（月）9：30～
本店２階会議室１

全議案が可決、承認されました。

報告事項

寒
い
季
節
な
の
で
鍋
の
食
材
を
入
れ
て
欲
し
い
で
す
。

て
っ
ち
り
や
海
鮮
鍋
の
魚
類
を
。さ
し
み
が
少
し
高
い
で

す
。量
が
少
な
い
で
す
。

ご
要
望
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、提
携
業
者
へ
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
品
揃
え
の
充
実
を
依
頼
す
る
と
と

も
に
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
店
舗
運
営
を
実
施

致
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
台（
購
入
し
た
商
品
を
袋
詰
め
す
る
台
）が
高

す
ぎ
る
。も
う
少
し
10
㎝
く
ら
い
低
く
し
て
下
さ
い
。

現
在
、全
て
の
店
舗
に
お
い
て
、同
一
の
サ
ッ
カ
ー
台
を
使

用
し
て
お
り
ま
す
。ご
不
便
が
発
生
し
た
際
は
、お
気
軽

に
店
舗
職
員
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。ま
た
、今
後
、店
舗

再
構
築
や
改
装
の
際
は
、変
更
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

最
近
、買
物
に
来
て
も
店
内
が
寒
す
ぎ
て
ゆ
っ
く
り
買
物

が
で
き
ま
せ
ん
。も
う
少
し
店
内
が
暖
か
く
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
か
。年
寄
り
に
は
こ
た
え
ま
す
。そ
れ
と
、他
の
店

も
利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、農
家
さ
ん
の
お
野
菜
が
少
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。も
う
少
し
増
や
す
事
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

店
内
の
温
度
管
理
に
つ
い
て
は
、商
品
の
適
正
な
品
質
保

持
を
図
る
よ
う
温
度
管
理
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。お
客

様
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
野
菜
の

出
荷
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、地
元
生
産
者
へ
の
出
荷
促
進
、

基
幹
店
舗
で
あ
る
お
ん
が
店
と
の
連
携
を
密
に
し
、品
揃

え
増
強
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
け
で
も
Ｊ
Ａ
や
す
ら
ぎ
海
老
津
斎
場
の
近
く

に
置
い
て
欲
し
い
。

現
在
、Ｊ
Ａ
北
九
で
は
各
支
店
の
み
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
が
、コ
ン
ビ
ニ
、
他
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
Ｊ
Ａ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
ご
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ご
利
用
手
数
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、年
金
振
込
・
給
与

振
込
等
を
Ｊ
Ａ
北
九
へ
指
定
し
て
い
た
だ
く
と
最
大
２

回\

月
ま
で
無
料
と
な
り
ま
す
。詳
細
は
Ｊ
Ａ
北
九
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
支
店
窓
口
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 1.
米
の
集
荷
日
を
土
曜
・
日
曜
日
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

（
理
由
）会
社
に
子
供
が
行
っ
て
い
る
為
、休
ん
で
出
荷
を

さ
せ
る
事
が
出
来
な
い
。

 2.
米
の
庭
先
集
荷
が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
理
由
）30
㎏
の
米
が
重
く
て
持
て
な
い
。"

1.
ご
要
望
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、兼
業
農
家
の
集
荷
対

策
、Ｊ
Ａ
集
荷
率
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、令
和
７
年
産

米
の
倉
庫
集
荷
日
の
日
程
設
定
に
お
い
て
休
日
を
含
ま

せ
る
協
議
を
行
い
対
応
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
致
し
ま

す
。

2.
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
Ｃ
Ｅ
）・
農
業
倉
庫（
個

体
）を
基
軸
と
し
た
業
務
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、遠
賀
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
庭
先
集
荷
業
務
の
ご
要
望

が
少
な
く
、実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。令
和
７
年

産
米
よ
り
庭
先
集
荷
の
調
査（
数
量
・
場
所
）等
を
行
い
、

庭
先
集
荷
代
行
業
者
の
選
定
及
び
庭
先
集
荷
日
の
設
定

等
の
検
討
を
致
し
ま
す
。

要
望

令
和
7
年
１
月
28
月 

や
さ
い
畑
み
ず
ま
き
店

要
望

令
和
7
年
２
月
26
月 

岡
垣
支
店

直
売
部
　
直
売
課

回
答

金
融
業
務
部
　
金
融
課

回
答

要
望

令
和
7
年
1
月
15
月 

営
農
部
　
遠
賀
営
農
一
課

営
農
部
　
遠
賀
営
農
一
課

回
答

要
望

令
和
7
年
2
月
16
月 

や
さ
い
畑
み
ず
ま
き
店

直
売
部
　
直
売
課

回
答

要
望

令
和
7
年
2
月
21
月 

や
さ
い
畑
み
ず
ま
き
店

直
売
部
　
直
売
課

回
答

5

6
7
8

5
6

7

8

9

10

11

12
13

14

15

16
17

18

19
20

21
22

23

お父さん・お母さん

生島　知志  さん
しょうじま かずし

ちなみ

稚菜実 さん

とあ

采空 くん（4ヶ月）

父母からのコメン
ト

杣（そま）の
看板ボーイ

３世代で頑
張っていま

す！

要予約です
！

香月支店管内

入江　政章さん
純子さん

（48）

（48）

まさふみ

じゅんこ

いりえ

岡垣支店管内

　
友
人
の
紹
介
で
出
会
い
、ご
結
婚
さ
れ
た
お
二
人
。

　
お
二
人
の
趣
味
は
、
政
章
さ
ん
は
魚
釣
り
、
純
子

さ
ん
は
雑
貨
収
集
と
の
こ
と
で
す
。

　
ご
結
婚
後
、
長
男
が
生
ま
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
農
家
を
始
め
ま
し
た
。
栽
培
し
て
い
る
作
物
は

米
10 

ha
、
ト
マ
ト
20ａ
、
野
菜
３
ha
、
パ
プ
リ
カ
10
ａ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
去
年
の
11
月
上
旬
に
植
え
た

ト
マ
ト
が
収
穫
時
期
を
む
か
え
、
今
の
時
期
収
穫
で

き
る
ト
マ
ト
は
サ
イ
ズ
が

大
き
い
と
話
し
ま
す
。

　
今
後
の
楽
し
み
や
計
画

に
つ
い
て
伺
う
と
、
い
つ

か
政
章
さ
ん
ご
自
身
の
手

で
育
て
た
野
菜
を
直
接
販

売
し
て
み
た
い
と
の
こ
と

で
す
。
直
接
販
売
す
る
こ

と
で
消
費
者
の
元
へ
新
鮮

さ
、
高
品
質
を
保
っ
た
状

態
で
お
渡
し
で
き
る
の
で
、

い
ず
れ
は
直
接
販
売
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、
長
男
と
一
緒
に
働
け
る
の
が
何
よ
り
の
幸

せ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
今
後
も
暑
さ
に

気
を
付
け
て
農
業
を
営
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
話

す
、
元
気
と
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
入
江
さ
ん
ご
夫
婦

で
し
た
。

去年の11月上旬に植えたトマトを収穫作業をしている様子
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JA北九からの

6月の無料税務相談会 ※ご相談希望の方は事前に
　電話でご予約ください

6月9日㈪

6月１0日㈫

西部地区

遠賀中間地区

不動産センター
（八幡西区穴生1-8-2） 9時～１2時 ☎６44-0233

☎293-25009時～１5時遠賀支店
（遠賀町今古賀631-5）

6月１２日㈭東部地区 ☎481-10329時～１2時門司支店
（門司区吉志1-33-15）

日　　程対象地区 場　　所 相談時間 連絡先

JA北九の
ホームページ
はこちらから。

QRコード

＠ja.kitakyuで検索

※既に当JAにお預入いただいている定期貯金及び
　普通貯金からのお預け替えはできません。

個人取引先で組合員及び
組合員にご加入いただける方

ご利用いただける方
スーパー定期貯金
大口定期貯金

（いずれも新規の自動継続定期貯金）

対象商品

1年

お預入期間

10万円以上
お預入金額

0.55％
適用金利（税引き前/年利）

100億円
募集金額

●原則として、中途解約できません。やむを得ず中途解約される場合は当JA所定の中途解約利率により計算した利息を元金とともにお支払いします。
●お利息には2037年12月31日まで復興特別所得税が適用され、20.315％（国税15.315％・地方税5％）の税金がかかります。
●満期日以後の利息は、解約日または書替継続日における普通貯金利率により計算します。
●期間内であっても募集金額に達した場合は、取扱いを終了させて頂くことがございます。

年

1年もの（税引き前）

 

特別

定期

ゴー ゴー

《お取扱い期間》2025年４月1日（火）～６月30日（月）

その他

利
金
別
特

で

！
す
ま
し
た
い
り
か
預
お

キャンペーン

Ⓒよりぞう

    当  選  者

海老津斎場 水 巻 斎 場 遠賀駅前斎場

小 倉 斎 場若 松 斎 場
0120(282)505 0120(202)699 0120(293)404

0120(791)303

フリーダイヤル フリーダイヤル フリーダイヤル

フリーダイヤル

0120(422)731
フリーダイヤル

八 幡 斎 場

0120(619)570
フリーダイヤル

http://www.ja-kitakyu.or.jp/

答え
A B C D

自分もいつも力をもらっていま
す！より多くの生産者情報をお
届けます！

読者プレゼント
プレゼント応募・お便り投稿方法
①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号
⑤クイズの答え⑥「きたきゅう」に対するご意見ご感想
を必ずご記入の上、次の宛先までご応募ください。

「農協全国商品券」1000円分
直売所、購買店舗でも使える

クイズ応募者の中から抽選で３名様にプレゼント！！

〒807-1263 北九州市八幡西区金剛2丁目3-3
JAだより「きたきゅう」 読者のページ係
619 -2381 
kouhou@ja-kitakyu.or.jp

※お便りは割愛または補足させていただくことがあります。

応募締切

６月20日（金）
（消印有効）※個人情報は、賞品の発送のみに使用します。

編
集
後
記

JA北九やすらぎ会館

様
様
様

阿部　一成
大熊由季奈
寺島　京子

出題：ニコリ

ハガキ

ＦＡＸ
メール

育苗応援を体験しました、次の日にはすぐに
筋肉痛が来て今年のGWはぐったり休んでい
ました。（竹本）

イ
ー
ス
タ
ー

４
月
号
の
答

　
え

訃報
謹んでご冥福をお祈り申し上げます

令和７年４月の葬儀のうち、喪主の方の
承認をいただいた故人名を掲載しております。

広報誌５月号 13 ページ記載の「スマイルキッズ」につきまして、誤り
がありました。正しくは下記のとおりです。

（正）白木 華代さん（しらき はなよ）　（誤）白木 華代さん（しらき かよ）
訂正してお詫びいたします。

五郎丸 岩勝
蒲生 美惠子

様
様

中間市大字
小倉南区横代東町

岡　　瀧子
牧野　謙二

様
様

遠賀郡水巻町
中間市大字

年金受給者の同居のご家族様を対象に葬儀や法要に
係るサービス・特典がご利用いただけます。

年金振込をご指定の方々への特典

葬儀に
かかる費用

５％
OFF

葬儀及び法要に
伴う仕出し料理＋ ▶

お受け取りの皆様へ
JA で年金を

※年金友の会（年金受給者）以外の方は「やすらぎ会
員（特典付き定期積金・定期貯金）」へ加入されます
と同様の特典・サービスが受けられます。

※この他に、様々な特典やサービスがございます。

祭壇・お棺・お骨壺・霊柩車20％程度割引など

組合員特典

当ＪＡ組合員は、

組合員特典＋年金友の会割引が、 お得です。

ヨコのカギ タテのカギ
１ 1

４

7
９

12
14

2

４

８

13
11

17
19

15

10

３

5

6～7月はしとしとと降る日が多い
あの部長は――掌握術に優れている
化学式ではH⁺やOH⁻などと表します
「桃太郎」でおじいさんが刈りにいったもの
旧暦6月の異称
赤、青、黄、鮮やかな――の花々が咲い
ている
渋谷駅前の待ち合わせ場所として有名
な忠犬――像
長女から見た次女や三女
父の日に――をこめてプレゼントを送った
生の魚貝などを薄く切った料理
木の根と枝のあいだ
オニ、テッポウなどの種類がある花

漢字では紫陽花と書く花
肌にできないように日焼け止めを塗り
ました
剣道の試合のとき頭につけます
植物を分厚い本にはさんで作ることも
1年を基準としたときの3カ月
inと表記する長さの単位
神棚に供える植物
サイン、――、タンジェント
海の宝石とも呼ばれる生き物
――に交われば赤くなる
6月10日は――の記念日です
じょうろやホースでおこないます

６

11

20
18
16

21

二重マスの文字をA～Dの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

農の匠を読んで市内で農業に
力をいれていることに励まさ
れています。美味しい野菜を
作って下さることに感謝です。

（門司区　U・Yさん）

JA北九いちごが出荷する博多
あまおうを一度食べてみたいで
す。

（八幡西区　S・Mさん）

旬の時期なのでぜひお召し上がり

ください！

（小倉南区　T・Kさん）

米、ジュースの配達、相続のこ
となど相談しています、感謝し
ております。

こちらこそいつもご利用ありがと

うございます！これからもたくさ

んの直売所情報などを提供して

いきます！

毎回クロスワードパズルを楽しみにし
ています。

いつもありがとうございます！これから
も皆様に楽しんで頂ける内容をお届け
できるよう、工夫してまいります！

（遠賀郡　B・Yさん）
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　JA北九では、効率的な店舗運営および適切な防犯体制・労務体制の
構築のため、全金融店舗において窓口の営業時間を変更（昼休業の導
入）させていただきます。
　組合員・利用者の皆さまには大変ご不便をおかけします
が、何卒ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

記
Ⅰ．変更日

令和７年７月７日（月）

Ⅱ．対象店舗
全金融店舗

　　　

Ⅲ．変更後の窓口営業時間
平　日　  ９：００～１１：３０
 １２：３０～１５：００
 （窓口昼休業時間　１１：３０～１２：３０）

Ⅳ．その他
（1）ＡＴＭは、上記休業時間帯もご利用いただけます。
（2）昼休業時間中の貸金庫【岡垣支店・中間支店】のお取扱いを

休止させていただきます。

Ⅴ．緊急時の対応（通帳やキャッシュカードの紛失等）
ＡＴＭコーナーのインターフォンまたは、お電話で各支店まで
お問い合わせください。

北九州農業協同組合

金融店舗の窓口営業時間変更について金融店舗の窓口営業時間変更について

折 尾 支 店
三ケ森支店
八 幡 支 店
穴 生 支 店
香 月 支 店

木屋瀬支店
大 蔵 支 店
若 松 支 店
遠 賀 支 店
岡 垣 支 店

水 巻 支 店
芦 屋 支 店
中 間 支 店
小 倉 支 店
石 田 支 店

西 中 支 店
東 谷 支 店
門 司 支 店
曽 根 支 店

※これまで一部金融店舗で昼休業を実施していましたが、今般、全金融店舗にて導入いたします。


